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 主観指標において「健康状態」、「自己効力感」、「自然の恵み」が高くなっている。
ただし、それぞれの項目について客観指標が低くなっており、主観指標とのギャップが
大きくなっている。

 客観指標において「デジタル生活」「雇用・所得」「事故・犯罪」が高くなっている。こ
れらの項目は主観指標も高くなっており、客観指標と主観指標のギャップは小さい。

 その他、主観指標が客観指標を上回っている項目としては「地域とのつながり」、
「自然景観」、「住宅環境」がある。他方、客観指標が主観指標を上回っている項
目としては「医療・福祉」 、「初等・中等教育」、「買い物・飲食」がある。これらにつ
いては、主観指標と客観指標のギャップが比較的大きくなっている。

【広島県】「適散・適集社会」のフロントランナー

人口 2,799,702人
(R2国勢調査)

高齢化率 29.9％
(R５高齢社会白書)

可住地人口密度 1,209.6人/km2

(統計で見る都道府県のすがた2023)
昼夜間人口比率 100.2％

(統計で見る都道府県のすがた2023)

都市の特徴・
周辺地域との関わり

大阪と福岡の２大都市のほぼ中間に位置しており，中国・四国地方の発
展を牽引する中枢県として，恵まれた地理的環境を有している。

将来都市像 中山間部と都市部がそれぞれの役割を発揮できる過疎でも過密でもない空
間を創造し，時間や場所にとらわれない自由度と満足度の高い暮らし方と
働き方ができる「適散・適集社会」のフロントランナーとなり，情勢変化に少し
ずつ先んじて対応する半歩進んだ広島県

概要

サマリー

因子別グラフ
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他自治体との比較

北海道

福岡県
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3【総合(主観)】
(幸福度等分布)

・自分の幸福度について10点満点中「7点」以上と評価する人は56.6％となっている。

・自分の生活満足度について10点満点中「7点」以上と評価する人は52.1％となっている。

・町内の幸福度について10点満点中「7点」以上と評価する人は43.6％となっている。



4【主観】
(生活環境)

・KPI「生活環境」に影響する因子としては「子どもがいきいきと暮らせる」、「身近に自然を感じる」、「防犯対策・
治安が良い」が高くなっている。

・他方、「飲食を楽しめる」、「介護福祉サービスが良い」、「買い物に不便がない」が低くなっている。
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【主観】
(地域の人間関係
自分らしい生き方)

・KPI「地域の人間関係」に影響する因子については「町内の人を手助け」、「相談できる人が身近にいる」、「見知らぬ他者も信頼できる」
が高くなっている。

・KPI「自分らしい生き方」に影響する因子については「身体的に健康」、「精神的に健康」、「自分のことを好ましく思う」が低くなっている。

スクショ貼り付け
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・KPI「生活環境（都市環境）」に影響する因子としては「デジタル生活指数」、「小中学生の自己肯定感」、「将来に目標を持
つ学生」が高くなっている。

・他方、「歳出総額における教育費の構成比」、「学童保育設置率」、「人口あたり体育施設利用者数」が低くなっている。
【客観】
(生活環境１)

(*)指数の説明

スクショ貼り付け

指数名 指数の意味 集計対象

ウォーカブル指数
歩きたくなる街並みかを総合
的に評価

・ウォーカブル推進都市 ・地方版自転車活用推進計画

都市景観指数
まちの素敵な都市景観を総
合的に評価

・「都市景観大賞」受賞の市区町村 ・景観条例の有無 ・景観重要建
造物の有無 ・景観協定の有無

自然景観指数
まちのきれいな自然景観を総
合的に評価

・国立・国定公園 ・農林水産省「美しい日本のむら景観百選一覧」
・景観重要樹木の有無

指数名 指数の意味 集計対象

自治体DX指数
自治体内部のDX推進状況を総合
的に評価

・総務省「自治体DX・情報化推進概要」のカテゴリー（「自治体DXの推進体制
等」、「行政サービスの向上・高度化」等）

デジタル政策指数
自治体による住民のデジタル環境
を整える取り組みを総合的に評価

・国交省Plateauの対象 ・オープンデータ公表 ・ローカル5G開発実証事業採
択 ・スマートシティ合同審査 ・マイナンバーカード取得率 ・国勢調査ネット回答率

デジタル生活指数
まちのデジタル環境を総合的に評
価

・Code for Japan 関連組織 ・ファブラボ ・CoderDojo ・大学のICT関連学
部 ・高等専門学校 ・10万人あたりキャリア店舗数



7【客観】
(生活環境２)

・KPI「生活環境（自然環境）」に影響する因子としては「防災教育」、「要配慮者支援」、「外水氾濫危険度」
が高くなっている。

・他方、「土砂災害危険度」、「津波危険度」、「木材供給ポテンシャル」は低くなっている。

指数名 指数の意味 集計対象

環境共生指数 自治体における環境共生への取り組みを総合的に評価 ・SDGs未来都市 ・2050年CO2排出実質ゼロ表明 ・グリーン契約の契約方針 ・気候変動イニシアティブへの参加 ・脱炭素先行地域
(*)指数の説明

スクショ貼り付け
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【客観】
(地域の人間関係
自分らしい生き方)

指数名 指数の意味 集計対象

多様性指数 住民の多様性を総合的に評価 ・パートナーシップ宣誓制度 ・住民の平均年齢が45歳以下であること

スクショ貼り付け

(*)指数の説明

・KPI「地域の人間関係」に影響する因子については「人口あたり外国人人口」、「人口あたり自殺者数」、「留学生数の割合」が高くなって
いる。

・KPI「自分らしい生き方」に影響する因子については「大学進学率」、「有効求人倍率」、「高齢世帯の総体的貧困率」が高くなっている。


